
■
市
民
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
、質
の
高

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、各
業
務
シ

ス
テ
ム
の
改
善
を
行
う
と
と
も
に
、会
議
の
進
め

方
改
革
や
時
間
外
労
働
の
削
減
、フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
制
の
導
入
な
ど
、新
た
な「
働
き
方
」を
取
り

入
れ
、「
働
き
た
い
」と
思
え
る
職
場
環
境
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

■
職
員
の
意
識
改
革
、事
務
処
理
ミ
ス
の
防
止
、

危
機
管
理
意
識
の
向
上
お
よ
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
徹
底
を
図
る
た
め
、内
部
統
制
機
能
を
強

化
し
ま
す
。

■「
大
村
市
財
政
運
営
基
本
方
針
」に
基
づ
き
、

債
権
管
理
の
徹
底
や
未
利
用
市
有
地
の
有
効
活

用
な
ど
歳
入
の
確
保
に
努
め
、ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン

ド
ビ
ル
ド
方
式
や
サ
ン
セ
ッ
ト
方
式
の
徹
底
に

よ
り
歳
出
の
抑
制
と
適
正
化
を
図
り
ま
す
。さ
ら

に
、予
算・決
算
の
状
況
や
財
政
見
通
し
の
公
表

な
ど
、財
政
状
況
を
明
ら
か
に
し
、引
き
続
き
健

全
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

■
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
導
入
す
る
な
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持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
と

市
民
協
働
の
推
進

■
新
幹
線
新
大
村
駅（
仮
称
）周
辺
に
つ
い
て
、長

崎
空
港
か
ら
約
10
分
、大
村
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
か
ら
約
１
分
と
い
う
全
国
で
も
ま
れ
に
み
る

恵
ま
れ
た
立
地
条
件
を
活
か
し
、多
く
の
人
が
集

い
、賑
わ
い
が
生
ま
れ
る
よ
う
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、民
間
事
業
者
の
公
募
を
実
施
し
ま
す
。

■
昨
年
３
月
に
策
定
し
た「
大
村
市
新
幹
線
開

業
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、市
民
、企
業
、

団
体
、地
域
お
よ
び
行
政
が一体
と
なっ
た「
オ
ー

ル
大
村
」で
の
取
組
を
推
進
し
、新
幹
線
の
開
業

効
果
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
進
め
ま
す
。

■
県
央
と
県
北
を
結
び
、市
内
の
周
遊
観
光
や

県
北
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
向
上
な
ど
に
つ
な
が
る

「
東
彼
杵
道
路
」の
新
規
事
業
化
に
向
け
て
、県

や
県
北
の
自
治
体
と一体
と
な
り
、引
き
続
き
要

望
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

■
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
を
定
め

て
い
る「
大
村
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

に
つ
い
て
は
、計
画
的
な
土
地
利
用
や
道
路
計

画
、公
共
交
通
な
ど
、本
市
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
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機
能
的
で
環
境
と

調
和
し
た
ま
ち

■「
青
ナ
マ
コ
」や「
イ
カ
」な
ど
の
海
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
と
販
路
拡
大
に
努
め
、漁
業
所
得
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

■
水
産
資
源
の
増
殖
と
効
率
的
な
漁
獲
に
よ
る

漁
業
所
得
の
向
上
を
目
指
し
、漁
礁
ブ
ロッ
ク
の

設
置
や
増
殖
場
の
造
成
な
ど
、新
た
な
漁
場
の

整
備
に
向
け
て
、調
査・設
計
に
着
手
し
ま
す
。

見
直
し
作
業
に
着
手
し
ま
す
。

■
新
た
な
都
市
機
能
の
誘
導
を
図
り
、効
率
的

で
持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

「
大
村
市
立
地
適
正
化
計
画
」を
見
直
し
ま
す
。

■
令
和
元
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
都
市
計
画

道
路
の
見
直
し
は
、将
来
交
通
量
の
推
計
結
果

に
基
づ
く
評
価
を
行
い
、市
民
ニ
ー
ズ
や
交
通
体

系
の
変
化
に
即
し
た
都
市
基
盤
の
整
備
に
必
要

な
路
線
を
抽
出
し
、整
備
方
針
を
決
定
し
ま
す
。

■
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、安
全
で
強
靭
な
水
道

を
維
持
す
る
た
め
、令
和
３
年
度
か
ら
10
年
間

を
計
画
期
間
と
す
る
「
大
村
市
水
道
ビ
ジ
ョン
」

を
策
定
し
ま
す
。ま
た
、サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
安

定
的
に
継
続
す
る
た
め
、令
和
３
年
度
か
ら
５
年

間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
大
村
市
上
下
水
道
事

業
中
期
経
営
計
画
」を
策
定
し
、経
営
基
盤
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

■
老
朽
化
す
る
施
設
の
更
新
や
、耐
震
化
な
ど

を
計
画
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、水
道・工
業
用

水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
に
新
た
な
水
源
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

■
下
水
道
事
業
で
は
、事
業
認
可
区
域
内
の
未

普
及
地
域
の
解
消
と
雨
水
に
よ
る
浸
水
被
害
の

低
減
を
目
指
し
、汚
水・雨
水
管
渠
の
整
備
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

■
大
村
湾
の
環
境
基
準
を
達
成
す
る
た
め
、３

月
末
か
ら
、大
村
湾
流
域
で
は
初
と
な
る
汚
水

の
高
度
処
理
施
設
を一部
稼
働
し
ま
す
。

■
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
о
Ｔ
、５
Ｇ
な
ど
の
最
先
端
技
術
を

活
用
し
た
取
組
を
推
進
し
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ

ら
な
る
向
上
を
図
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
や
、ス
ー

パ
ー
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

■
政
府
は
、貧
困
の
撲
滅
、環
境
保
護
な
ど
17
の

ゴ
ー
ル
か
ら
な
る
、持
続
可
能
な
開
発
目
標
、い

わ
ゆ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
達
成
し
、「
誰一人
と
し
て
取

り
残
さ
な
い
」社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま

す
。本
市
に
お
い
て
も
、企
業
や
団
体
、市
民
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
達
成
に
向
け
た

取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ど
、誰
も
が
利
用
し
や
す
い
庁
舎
と
す
る
と
と
も

に
、優
れ
た
環
境
性
能
や
防
災
機
能
な
ど
を
有

す
る
庁
舎
と
な
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

■
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
に
つ
い
て
、10
月

に
、２
年
連
続
の
Ｓ
Ｇ
レ
ー
ス
と
な
る「
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
ダ
ー
ビ
ー
」を
、令
和
３
年
２
月
に
、Ｇ
Ⅰ

「
九
州
地
区
選
手
権
」を
開
催
し
ま
す
。令
和
２

年
度
も「
売
上
日
本一」を
目
指
し
、今
後
も
本
市

の
財
政
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

■
本
市
へ
の
新
し
い「
ヒ
ト・モ
ノ・コ
ト
」な
ど
の

流
れ
を
つ
く
る
た
め
、交
流
人
口
の
拡
大
を
図

り
、関
係
人
口
を
創
出
す
る
取
組
を
進
め
る
と

と
も
に
、令
和
２
年
度
か
ら
の「
第
２
期
大
村
市

ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に
基
づ

き
、さ
ら
な
る
人
口
増
に
向
け
た
施
策
を
展
開

し
、「
大
村
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」で
掲
げ
る
人
口

10
万
人
の
達
成
に
向
け
て
、引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

おおむら \ニュース /

3/30 九州新幹線西九州ルート新駅名要望
新たな玄関口 新駅名をJRに要望

4/２ 黄色い帽子・ランドセルカバー贈呈
子どもたちの交通安全を願って

3/16 2020年度大村フラワー大使決定
今年の大村の顔 決まる

3/26 高度処理施設稼働
大村湾にやさしい下水道を目指して

高度処理施設高度処理施設

大村湾の水質改善を目指して整備を進めている、下水道の
高度処理施設の1つが完成し稼働しました。これにより、処
理後に大村湾へ排水する窒素やリンを現在よりも多く取り
除くことができ、大村湾内での赤潮発生などを防ぐことがで
きます。今後、令和２２年までにその他6基の処理施設を、順
次、高度処理施設に転換していきます。

第16代大村フラワー大使に選ばれた「おおむら桜」の吉岡
奈美さん（右）と「花菖蒲」の小林由果さん（左）があいさつの
ため市役所を訪れました。大村フラワー大使は、大村市観光
コンベンション協会が、市内在住または勤務の男女を対象
に募集したもので、任期は１年間。今後、県内外に大村市の
魅力をPRしていただきます。

大村市交通安全協会から、市内の小学校に入学する子ども
たちに黄色い帽子と、おむらんちゃんのイラストが入ったラ
ンドセルカバーを寄贈いただきました。この取り組みは、同
協会の活動PRと子どもたちの交通事故防止のため毎年行
われているものです。寄贈に訪れた酒井会長は「交通安全協
会の活動を多くの人に知ってもらいたい。」と話しました。

令和４年度の九州新幹線西九州ルート開業にあわせて市内
に新設される２つの駅の駅名案を、JR九州に要望しました。
駅名案は、新幹線新駅が「大村湾中央駅」、「大村みらい駅」、
「新大村駅」、在来線新駅が「大村車両基地駅」、「福重駅」、「
郡川駅」のそれぞれ３つを要望しました。JR九州は、今年の
秋までに駅名を決定します。

き
ょ
う
じ
ん
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